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言

◎
信
ず
れ
ば
成
り
、
憂
え
れ
ば

崩
れ
る

⑳
己
れ
を
尊
び
人
に
及
ぼ
す

◎
人
生
は
神
の
演
劇
そ
の
主
役

は
己
れ
自
身
と
さ
と
れ

【
永
年
勤
続
非
規
職
者
】

下
　
二
　
鱒
沢
政
碗

◎
団
長
表
彰

【
焼
良
団
珂
】各

分
団
を
通
じ
て
佐
々
木

閉
垂
外
十
一
名

ｌ
五
ヶ
年
勤
続
者
】

第
二
芽
団
示
田
　
哲
男

第
四
分
瑠
　
寺
川
　
正
治

以
上
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

し
て
穿
心
感
を
与
え
た
革
と
思
わ
れ

る
。
各
分
団
に
於
て
日
常
将
備
さ
れ
た

自
動
車
は
本
日
一
斉
点
検
を
受
け
る
事

に
な
り
、
研
昂
の
し
ゅ
く
然
と
し
た
受

検
態
度
も
関
係
者
の
胸
を
あ
た
た
め

た
。
終
っ
て
表
彰
式
に
移
り
、
午
後
は

幸
田
三
、
新
酒
路
上
に
於
て
ポ
ン
プ
操

鞍
を
実
演
こ
れ
交
い
よ
！
＼
衝
天
の
憲

気
を
あ
ま
す
斬
な
く
鞘
挿
し
て
多
数
の

参
観
者
を
力
強
く
思
わ
せ
て
午
後
一
陣

総
て
を
終
了
し
た
。

【
防
火
滑
隅
田
想
の
鰐
戻

功
単
著
】

第
『
分
間
順
浦
定
彦
外

三
名

【
優
蹄
団
只
】

団
摂
金
子
猛
日
下
八

名

の
遠
賀
郡
支
部
長
表

彰
団
長
金
子
猛
、
副
団

長
石
塚
定
雄
、
酌
田

因
に
今
次
受
彰
の
堰
楔
を
婦
載

す
れ
ば

◎
典
消
防
協
会
長
表
彰

【
永
年
動
締
着
】
　
（
晴
眼
称
）

一
千
年
郵
便
冊
洞
冊
品
評
憾

第
四
分
間
艮
　
木
村
　
武
男

十
五
年
勤
続

副
団
長
　
　
帯
域
　
定
雄

ク琴
二
分
間
　
壱
岐
　
光
行

十
年
動
線
　
第
一
分
間
、
第
三

分
間
、
第
四
分
間

観
閲
、
小
隊
教
練
、
表
彰
、

ポ
ン
プ
繰
法
訓
練
等

薫
る
一
月
二
十
六
日
興
た
ば
し
る
悪
天

の
も
と
、
凰
末
小
学
校
校
庭
に
て
本
年

度
椚
消
防
団
の
出
御
瓦
を
挙
行
し
た
。

定
刻
九
牌
金
団
錦
出
場
完
了
、
十
時
の

翌
ま
で
に
襟
金
側
、
各
駐
在
頗
材
め

附
内
外
関
係
者
等
多
数
の
采
鱗
者
も
臨

席
さ
れ
、
国
歌
合
帽
の
う
ち
に
国
旗
掻

揚
会
釈
ひ
き
し
ま
っ
た
ふ
ん
い
き
を
以

っ
て
、
本
年
こ
そ
・
…
・
・
の
決
意
が
覗
わ

れ
る
神
に
帝
人
と
五
枚
泡
め
ら
れ
た
。

消
防
艮
を
先
頭
に
観
閲
脾
の
入
場
、
各

分
間
は
棚
旗
を
ひ
る
が
え
し
薬
然
と
し

て
注
目
、
終
れ
ば
直
ち
に
行
進
に
移

り
、
小
條
教
練
を
も
実
施
、
ｌ
糸
乱
れ

ぬ
田
消
防
脚
の
強
み
を
ひ
れ
き
し
た
。

交
機
動
力
に
於
て
郡
内
蹄
頭
を
飾
る
自

動
車
版
の
行
進
も
ま
す
ま
す
酎
民
に
対

、
耗
弱
分
団
を
通
じ
て
江

謳
第
三
分
団
長
以
下
十
三

名

【
防
火
消
防
弟
の
帝
及
改
沓
功
労

者
】

第
一
分
母入

汀
　
池

一
般
人（

中
央
区
）池

泊
　
鎚
松

其
の
筋
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
　
に
よ
る
税
収
は

地
方
税
法
の
一
部
改
正
が
左
　
年
間
、
約
百
万
円
減
と
な

記
の
よ
う
に
行
わ
れ
ん
と
し
　
る

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
◎
タ
バ
コ
消
費
税
の
税
率
の

さ
て
若
し
改
正
が
行
わ
れ
た
　
　
引
上
げ
に
よ
る
と
税

年収

摘
鵬
地
方
税
改
正
な
る
か
7
　
年的

の
将
来
に
及
ぼ
す
税
源
状
態
　
　
百
八
十
万
円
と
な

は
果
し
て
如
何
で
し
よ
う
　
　
　
込
み

か
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
差
引
約
八
十
万

改
正
案
に
よ
り
ま
す
と
　
度
税
額
の
増
収
と
な

の
自
転
車
、
荷
車
税
の
廃
止
　
で
あ
り
ま
す
。

る

見円　　る
込種　　見　‾　間は
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税
務
だ
　
よ
り

給
与
所
得
者
で

確
定
申
告
を
行
う
人

給
与
斬
適
者
で
必
ず
確
定
巾
脅
し
な

け
れ
げ
な
ら
な
い
人
に
つ
い
て
は
以

上
揚
げ
ま
し
た
の
で
す
が
、
次
に
掲

げ
る
人
は
珊
法
上
の
利
益
を
受
け
る

為
に
、
確
定
申
告
を
提
出
し
た
方
が

有
利
と
考
え
ら
れ
る
場
合
を
主
な
る

も
の
だ
け
あ
げ
て
見
ま
す
。

一
、
昭
利
三
十
二
年
中
に
災
害
に
図

の
、
自
己
所
有
に
か
ゝ
る
住
宅
及
び

家
財
に
つ
い
て
、
そ
の
価
額
の
十
分

の
五
以
上
の
損
青
学
っ
け
た
も
の
で

「
盗
罷
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減

免
徴
収
猶
予
等
に
関
す
る
法
相
」
の

規
定
に
よ
る
所
得
税
の
離
職
父
は
免

除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
。

「
昭
和
三
十
二
年
中
に
災
害
文
は
盗

難
に
よ
り
資
産
に
つ
い
て
同
年
中
の

所
得
金
鶴
の
合
計
額
の
十
分
の
一
を

こ
え
る
損
害
（
保
険
金
、
揖
雫
賠
償

等
に
よ
り
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
は
除

く
）
を
う
け
た
も
の
で
、
雑
拇
控
除

を
う
け
よ
う
と
す
る
場
合
。

【上】消防長に対し

団長より人員報告

【中】吉田ノ三に於

けるポンプ操法実

演

【下】自動串点検

忠
蔵
、
第
五
分
恍

消
防
部
長
的
針
次

男
以
上
四
名

⑳
町
長
表
彰

【
雄
幸
現
場
功
労
者
】

団
体
　
第
二
分
団

個
人

（
第
二
分
団
）五

島
　
剰
車

（
第
四
分
団
）上

村
赫
次
郎

（
ク
　
）
脇
坂
　
光
男

（
第
五
分
団
）
満
席
健
一

【
防
火
潤
防
忠
恕
の
宣
伝
功
労
者
】

第
一
分
田
　
近
頗
　
保

第
三
分
団
　
安
部
　
借
革

第
四
分
肘
　
川
島
　
弘

ク
　
　
　
川
原
　
朋

第
五
分
相
　
聞
村
　
数
男

⑳
町
長
感
謝
状
授
与

【
防
火
洞
防
思
想
の
宣
伝
功
労
者
】

一
般
　
人

樋
　
口

机
社
宅

高
松
区

団
　
体

鸞書架
車ｊモ稀
一二‘雄

（
　
ク
　
）
　
的
野
　
次
男

（
　
ク
　
）
　
小
田
　
利
春

（
　
ク
　
）
　
野
末
初
太
郎

（
　
ク
　
）
　
村
田
　
車
男

【
防
火
消
防
珊
穀
の
幣
及
改
車
功
労

者
】

（
第
二
分
団
）
増
田
　
渾
弥

（
　
ク
　
）
山
本
　
正
敏

（
夢
二
分
団
）
白
柿
　
正
行

中
　
央
　
区

災
害
現
場
劫
労
着
】

団
　
体
　
碑
〕
区
第
二
部
婦

人
部
一
同

個
　
人常

田
ノ
三
　
山
野
　
亀
男

樋
　
口
　
苫
開
　
架

ク
　
　
飯
田
久
美
子

音
鎚
区
　
桐
山
　
光
由

外
二
名

梅
ノ
末
区
　
熊
田
　
賃
鞍

外
二
名

給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
給
与
の
支
払

者
の
方
で
年
末
桐
格
を
や
り
ま
す
の
で

確
定
申
告
を
す
る
必
軍
は
な
い
の
で
す

が
、
次
に
絡
げ
る
よ
う
な
人
は
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
、
二
ヶ
所
の
給
与
の
支
払
者
か
ら
だ

け
給
与
の
支
払
を
受
け
る
者
で
、
そ

の
他
の
所
得
が
三
万
円
以
上
あ
る
場

合
。

二
、
二
以
上
の
給
与
の
支
払
者
か
ら
給

与
新
得
の
支
払
を
受
け
る
場
合
、
こ

れ
ら
の
人
で
社
会
保
険
料
控
除
、
生

命
保
険
料
控
除
、
扶
養
控
除
の
い
ず

れ
に
も
諏
当
し
な
い
者
に
つ
い
て

は
、
そ
の
給
与
所
得
の
収
入
金
顔
の

合
計
額
が
二
十
万
円
を
こ
見
る
場
合

に
は
確
定
印
告
を
必
要
と
し
、
こ
れ

ら
の
控
除
の
合
計
額
が
十
万
円
の
者

で
あ
れ
ば
給
与
所
得
の
収
入
金
額
の

合
計
額
が
三
十
万
円
を
こ
見
な
け
れ

ば
確
定
申
告
の
蹟
紡
が
な
い
。

ニ
「
偶
和
三
十
二
年
中
に
天
災
と
か
、

火
災
の
よ
う
な
不
可
抗
力
の
災
背
で

本
人
の
璽
心
に
よ
ら
な
い
災
濱
に
よ

り
住
宅
父
は
家
財
に
被
害
を
う
け
「

災
額
被
害
者
に
対
す
る
税
税
の
減
免

徴
収
猶
予
等
に
関
す
る
沃
律
」
の
規

定
に
よ
り
給
与
所
得
に
対
す
る
紆
泉

徴
収
所
得
税
の
徴
収
猶
予
ま
た
は
還

付
を
う
け
て
い
た
者
。

四
、
所
得
税
を
源
泉
徴
収
す
る
親
務
の

な
い
給
与
の
支
払
者
か
ら
給
与
の
支

払
を
う
け
た
者
で
、
昭
和
三
十
二
年

中
の
所
得
金
樹
が
八
万
七
千
五
百
円

と
藁
の
控
除
額
と
の
合
計
額

を
こ
え
る
場
合
。

五
、
階
和
三
十
二
年
中
に
退
職
所
得
の

支
払
を
う
け
た
者
で
、
そ
の
退
職
所

得
に
つ
い
て
二
〇
％
の
税
率
に
よ
っ

て
所
得
税
を
群
衆
徴
収
さ
れ
た
場

合
。

確
定
申
告
の
義
務
は
な
い
が
確

定
申
告
を
行
っ
た
方
が
有
利
な

人
の
場
合
ノ

三
、
旧
和
三
十
二
年
中
に
支
払
っ
た
匪

塀
額
及
び
歯
科
治
横
賓
（
保
険
金
、

掴
嘩
辟
償
金
等
に
よ
り
補
て
ん
さ
れ

た
金
織
を
除
く
）
が
同
年
中
の
所
得

金
額
の
合
計
額
の
百
分
の
玉
を
超
え

る
者
で
灰
輝
頭
控
除
を
う
け
よ
う
と

す
る
場
合
。

四
、
年
の
中
途
で
退
職
し
た
も
の
で
、

渦
納
と
な
っ
て
い
る
所
得
税
の
逮
付

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
。

五
、
給
与
所
得
以
外
の
所
得
の
群
衆
徴

収
税
額
が
榊
的
と
な
っ
て
い
る
と

き
。

二
項
の
資
産
と
は
、
商
品
・
牒
材
料

・
製
品
・
半
製
品
・
什
掛
品
そ
の
他

棚
卸
資
産
を
除
い
た
そ
の
他
の
蹄
産

剛
で
は
左
記
に
よ
り
ま
し
て
、
昭
型
二

十
二
年
度
の
町
営
住
宅
の
入
居
掃
畠
者

を
公
器
す
る
串
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

住
民
各
位
に
お
細
ら
せ
致
し
ま
す
。

尚
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
告
示
並

び
に
各
艇
在
粗
方
へ
も
尚
噂
昔
等
し

て
お
り
ま
す
。記

Ａ
第
一
撞
公
営
住
宅
の
部

一
、
建
設
の
場
所
及
び
戸
数

雑
穀
の
場
所
　
　
　
戸
数

淡
紫
郡
水
巻
酎
大
字
一
学
所
　
十
四
戸

ク
　
大
字
下
二
扁
前
丙
）
　
六
戸

計
　
　
　
　
　
　
　
二
十
戸

二
、
規
　
格

．
太
造
瓦
茸
、
平
墓
一
〇
・
五
坪

（
六
畳
、
四
餐
半
、
三
盤
外
玄
関
、

炊
革
場
、
押
入
、
便
所
、
倉
庫
、
水

運
付
）

三
、
家
賃
　
一
、
八
〇
〇
円
樹
度

四
、
入
居
資
格

入
居
資
格
は
左
の
各
項
に
繹
当
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

①
附
内
に
居
住
父
は
勤
捕
場
所
書
す

る
こ
と
。

⑧
毎
月
の
収
入
の
合
計
か
ら
墓
豪
族

一
人
に
つ
き
千
円
を
控
除
し
た
街
が

住
宅
の
象
貨
の
六
倍
以
上
十
五
倍
（

ニ
芳
二
千
円
を
超
え
る
と
き
は
三
万

三
千
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と
（
毎
月

の
収
入
と
は
申
込
を
し
た
日
の
属
す

る
日
新
六
ケ
月
の
平
均
収
入
を
さ

ｉ

ｌ

一

を
い
う
。

要
望
口
の
時
期
は
二
月
十
六
日
よ
り

こ
再
十
五
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
和
挿
孝
よ
り
田
張
し
て
来
る
時
期

は
わ
か
り
次
第
お
知
ら
せ
歎
し
ま
す
。

「
税
務
課
」

ア
フ
タ
ー
ケ
ア
入
所
者
の

募
集
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

椙
囲
県
営
措
狛
導
所
（
暫
只
児
島
秀

唖
民
＝
所
在
地
は
粕
屋
郡
寧
柴
田
）
は

全
国
で
も
橋
に
み
る
施
射
叫
で
、
去
る
旧

型
千
石
新
穀
以
来
多
く
の
結
核
回

復
者
に
対
す
る
後
促
醇
を
な
し
、
勿
輸

健
康
管
理
と
職
業
馴
純
を
行
っ
て
再
発

臍
を
防
止
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
第

六
期
の
入
所
者
の
器
楽
を
行
っ
て
お

り
ま
す
か
ら
、
左
記
の
通
り
御
案
内
致

し
ま
す
。

記

一
、
募
無
料
自

独
気
（
テ
レ
ビ
、
ラ
ヂ
オ
、
常
儲
絹

員
）
脾
等
印
刷
、
陛
裁

一
、
都
築
人
民
　
三
十
玉
名

一
、
人
新
期
間
　
約
一
ヶ
年

一
、
入
所
資
格
　
餌
院
長
又
は
保
健
所

貫
の
推
せ
ん
し
た
者
で
居
宅
で
後
陳

辞
の
日
的
達
成
が
困
難
で
あ
り
滞
十

八
才
以
上
の
者
で
更
生
惹
欲
の
あ
る

県
内
居
住
者

て
入
所
に
要
す
る
経
領

ィ
、
日
報
入
所
者
は
　
月
額
四
、
九
五

〇
円
仕
出
し
生
計
の
状
況
に
よ
り
斬

滅
さ
れ
る
郡
が
あ
り
ま
す
。

ロ
、
生
清
保
詳
法
に
よ
る
被
保
弾
着
は

三
三
百
円
丙
訳
二
、
四
二
〇

円
が
食
観
七
一
〇
円
が
日
用
品
代
と

し
て
安
給
さ
れ
る
）

一
、
噸
鍵
受
付
期
日

自
胸
利
二
千
三
年
二
月
一
日

至
　
ク
　
　
　
四
月
五
日

一
、
願
書
受
付
幼
斬

新
樹
絹
祉
事
務
所
、
田
村
役
場

一
、
第
六
期
入
所
予
定
日

昭
和
三
十
三
年
四
月
二
十
五
日

一
、
そ
の
他
評
細
は
桐
純
事
務
所
、
椚

役
場
父
は
頂
接
固
所
に
聞
合
せ
下
さ

い
。

一
、
願
沓
用
紙
は
断
碑
福
祉
革
務
所
父

は
同
所
に
請
求
下
さ
い
。

し
、
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
賄
情

の
給
与
及
び
三
ケ
月
を
超
え
る
期
間

毎
に
支
払
わ
れ
る
給
与
を
隙
く
）

③
現
に
田
居
し
父
は
凧
層
し
よ
う
と
す

る
料
族
（
事
実
上
婚
姻
の
関
係
と
同

様
の
事
情
に
あ
る
も
の
そ
の
他
婚
姻

の
予
約
者
を
含
む
）
を
有
す
る
も

町営住宅入居者の公募！！
昭　和　三　十　二　年　度

の
。

⑥
現
に
住

宅
の
国

窮
し
て

い
る
串

が
朋
か

な
著
で

あ
る
こ

と
。誓書真義芸孟醐語‡

と
。

（
民
生
顆
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
）

六
、
選
考
の
方
法

椚
長
が
入
居
資
格
及
び
住
宅
の
困
窮
状

態
を
実
地
に
翻
査
の
上
選
考
寄
島
会
の

意
見
を
書
い
て
入
屏
順
仲
を
定
め
る
。

七
．
入
居
の
時
期
（
予
定
）

下
二
団
地
　
六
戸
の
分
　
二
月
下
旬

上
二
団
地
十
四
戸
の
分
　
≡
月
中
旬

Ｂ
第
二
権
公
営
住
宅
の
部

一
、
建
設
の
場
所
　
大
字
〓
芋
粥

二
、
建
設
戸
数
　
　
二
十
六
戸

三
、
規
　
格

盃
瓦
卦
平
屋
達
（
二
戸
建
）

二
戸
　
八
・
五
坪

（
六
度
、
四
畳
半
、
外
玄
関
、
炊
革

場
、
押
入
、
便
所
、
愈
庫
、
水
泡

付
）

四
、
家
賃
　
一
、
二
〇
〇
円
程
度

五
、
入
居
資
格

入
居
資
格
は
左
記
の
各
項
に
許
当
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

①
即
内
に
居
住
文
は
勤
務
場
所
を
崖
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑧
毎
月
の
収
入
の
合
計
か
ら
挟
獲
家
族

一
人
に
つ
き
千
円
を
控
除
し
た
額
が

一
万
六
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。
（

一
種
の
場
合
と
倒
じ
）

⑧
一
稗
の
場
合
と
同
じ

④
同
　
前

六
、
七
、
一
積
の
場
合
と
同
じ

八
、
入
居
の
時
期

一
千
六
戸
の
内
、
十
六
戸
は
≡
月
中

旬
、
十
戸
は
四
月
初
旬
の
予
定

0
入
居
申
込
の
受
付
期
間

二
月
六
日
よ
り
二
日
二
十
五
日
ま
で

入
居
の
受
付
期
間
以
外
の
受
付
は
絶

対
に
致
し
ま
せ
ん
．

町
民
会
館
二
階
教
室
に
て

毎
週
月
曜
日
、
水
曜
日
、

木
曜
日
の
三
日

演
劇
の
練
習
案
内

何
、
午
後
六
時
頃
よ
り
演
劇
研
究
会
貝
も
、
中

学
校
卒
業
以
上
の
年
令
の
男
女
（
二
十
両
才
以

下
）
を
募
集
中
で
あ
り
ま
す
。

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
蹟
習
会
案
内

町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
二
月
二
十
八
日

（
日
曜
日
）
午
後
六
時
よ
り
始
め
ま
す
。

毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日

混

声

合

唱

団

町
民
会
館
二
階
に
て
午
後
六
時
よ
り
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昨
年
十
一
月
中
軸
以
東
、
梶
井
鼠
の
手

に
よ
の
轟
エ
さ
れ
た
酉
田
ノ
二
と
三
を

締
ぷ
堀
川
上
に
ま
た
が
る
御
柵
納
府
も

い
よ
！
～
ｌ
一
月
三
十
一
日
即
の
検
収
を

終
り
、
二
月
一
日
、
触
苫
田
ノ
二
、

三
に
よ
り
曙
橋
の
禁
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

終
戦
後
こ
の
圃
ガ
は
河
床
の
堆
積
と
共

に
荒
廃
を
細
め
て
お
り
、
密
田
ノ
二
と

三
を
結
ぶ
党
会
議
響
憲
く
旧
来
の

も
の
は
あ
っ
て
も
坂
付
演
路
の
角
度

や
、
陥
落
に
よ
る
蔀
塁
上
も

あ
の
粂
く
折
代
運
搬
具
の
通
行
に
派
は

な
い
実
情
で
あ
望
課
し
た
の
で
、
こ
の

御
輸
地
橋
の
竣
工
は
将
来
多
く
の
棉
征

が
期
待
さ
れ
、
地
元
住
民
の
帯
び
は
格

別
ｌ
で
あ
り
ま
で
′

先
ず
神
官
寝
多
野
哲
喜
入
汀
為
一

岳
の
値
ば
つ
を
終
え
、
各
代
薄
着
の

嘉
や
し
鴻
環
を
終
え
宮
司
の
先
導
で
田

長
の
手
に
よ
り
、
嘉
色
の
テ
ー
プ
は
切

ら
れ
、
老
人
代
表
と
し
て
、
清
田
ノ
二

よ
り
厳
年
長
の
田
本
秋
太
郎
民
夫
瑳

≡
よ
の
面
茂
東
松
氏
葵
等
、
中
年
層
代
一

表
と
し
て
野
澤
芳
席
氏
天
啓
の
三
夫
婦

に
よ
る
躍
り
初
め
の
儀
を
終
り
紅
白
の

脚
線
き
も
あ
り
、
当
日
の
帯
び
に
花
を

掃
え
な
が
ら
総
て
を
完
了
し
ま
し
た
。

†第二テープに向う町長

←第一テープに鋏入れ

1取付道路敷地寄附者

る感謝状贈呈

町
の
虚
坂
を
め
ざ
し

農
生
産
の
向
上
に
苦
辛
す
る
町
内
農
業
関
係
者
た
ち

八
代
市
の
桧
国
農
場
へ

一
月
十
四
日
（
火
）
折
か
ら
の
大
雨
を

つ
い
て
即
当
局
泰
郎
助
役
以
下
肺
済

課
金
最
）
鷹
巣
生
産
配
合
長
、
鹿
奏
楽

謁
、
農
協
幹
部
、
襟
会
関
係
者
等
四

十
名
余
の
方
々
は
熊
本
県
八
代
市
の
松

田
農
場
を
め
ざ
し
て
、
未
明
の
水
巻
田

を
後
に
燕
要
禁
。

鉱
轡
復
旧
の
田
と
し
て
、
三
毒
前

か
ら
各
方
面
の
注
目
を
受
け
て
い
る
当

旧
農
業
関
係
者
各
位
の
、
生
産
性
意
欲

を
仰
ん
と
し
て
も
生
か
し
て
行
き
度
い

㍉
念
か
ら
、
座
板
五
ケ
年
計
画
も
樹
賞

さ
れ
、
革
新
的
紺
設
轟
け
ち
れ
、
今

次
の
視
野
敢
行
に
速
ば
れ
た
駅
で
あ
る

名
島
附
正
で
夜
朋
け
の
朝
風
に
打
た

れ
乍
ら
、
車
内
（
老
松
市
営
ロ
マ
ン
ス

カ
ー
）
は
、
年
の
街
、
禁
の
自
慢
、

米
の
増
収
、
鶏
の
品
潰
、
め
ん
筆
の
か

い
つ
け
、
裏
作
の
予
想
、
全
く
限
幻
も

な
い
、
名
実
共
に
新
年
朗
放
談
の
る
つ

ぼ
と
化
し
、
博
多
の
市
街
は
す
っ
と
裏

側
を
進
み
、
筑
紫
路
も
つ
か
の
ま
、
筑

後
街
道
を
ひ
た
産
る
。
膜
田
を
越
え
て

、
佐
賀
県
に
入
る
、
叉
出
て
横
間
鼎
を

走
る
、
こ
こ
筑
篠
路
に
出
張
れ
ば
国
道

三
号
腺
も
荒
聞
な
に
が
し
の
狭
さ
、
父

密
相
の
畑
と
お
茶
園
の
八
女
地
方
を
越

え
て
、
田
植
で
も
さ
れ
る
な
ら
こ
の
辺

の
清
勝
で
那
珂
？
と
は
辺
啓
に
入
っ
て

の
ガ
イ
ド
嬢
の
御
冗
談
、
一
寸
お
軒
に

な
ら
な
い
ど
ろ
ん
こ
通
、
こ
れ
も
正
し

く
国
辱
二
号
線
と
い
う
革
、
大
ぶ
ん
山

も
深
い
横
根
で
何
方
を
向
い
て
も
、
殴

線
に
杉
と
栓
の
美
し
い
き
っ
先
を
現
わ

し
て
お
り
、
凄
家
の
方
人
も
議
会
人
も

今
度
は
山
林
の
お
拓
と
お
茶
の
間
題
に

岩
野
櫻
ど
れ
も
そ
の
道
の
ベ
テ
ラ
ン

で
、
長
旅
と
環
劾
に
も
拘
ら
ず
一
行
を

と
り
持
ち
、
二
日
市
あ
た
り
か
ら
川
田

氏
の
十
八
番
、
の
辞
曲
を
肺
ｌ
き
長
謙
一

仲
間
半
を
楽
し
み
、
綴
れ
ば
酌
記
の
悪

潤
に
轡
っ
筑
後
山
間
部
を
ひ
た
走
る
内

花
が
咲
く
運

転
士
も
群
松

市
常
円
の
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン

川
田
氏
と
今

ｌ
人
の
老
練

家
を
抑
え
、

ガ
イ
ド
の
方

も
一
二
好
確
と

正門入口御巡宰記念碑

や
が
て
小
栗
楯
の
説
朋
を
聞
く
、
い
よ

～
1
－
熊
本
県
に
入
っ
た
。

山
践
苗
の
北
部
よ
り
踵
倒
し
て
泡
む
、

車
の
数
が
増
え
た
と
感
す
る
せ
い
よ

！
～
熊
本
市
に
躍
り
入
つ
た
と
い
う
革

、
二
伸
間
余
で
目
的
地
に
到
耕
す
局
内

、
こ
の
辺
り
か
ら
前
田
副
雲
先
ず
鮨

撞
着
の
恰
好
、
御
当
人
は
宇
土
郡
の
生

で
松
田
農
場
の
松
田
先
生
は
よ
く
存
じ

て
も
あ
る
し
此
の
地
方
の
特
質
や
、
松

宮
場
に
つ
い
て
、
焼
し
い
前
田
氏
の

マ
イ
ク
が
呼
ぶ
こ
と
に
相
成
っ
た
訳
。

熊
本
城
の
宇
十
櫓
の
解
脱
、
小
袖
餅
の

醇
か
ら
松
田
翁
の
紹
介
に
入
る
、
大
体

予
備
知
織
を
得
て
蔓
尋
ね
て
ち
ょ

い
！
＼
バ
ス
は
留
る
と
い
う
状
態
で
あ

っ
た
。
遠
に
農
場
嘉
隼
柘
地
で

、
畝
の
商
さ
患
八
寸
仲
を
確
り
上
げ
ら

れ
黒
い
ほ
か
1
1
し
た
＋
贅
で
、
ふ
っ

く
ら
と
し
た
妻
の
葉
が
頭
を
も
た
げ
て

い
る
。
甘
ら
ん
畑
も
、
一
株
二
賞
を
越

ゆ
る
と
い
う
総
柄
を
み
せ
て
金
嶺
を
感

歓
の
渦
中
い
輸
う
、
程
な
く
表
門
に
出

た
、
他
念
石
の
牌
が
建
て
ら
れ
て
1
天

零
御
巡
車
記
念
と
大
暫
さ
れ
て
い
る
。

通
路
に
博
し
た
処
に
愉
理
的
な
金
胃
や

標
語
が
絡
げ
ら
れ
「
社
余
を
明
る
く
す

る
に
は
先
ず
自
己
が
朋
る
く
な
れ
」
「

社
会
を
変
え
る
に
は
自
分
自
身
が
座
っ

て
行
く
」
な
ど
で
終
戦
酌
の
喪
萄
殿
と

思
わ
れ
る
高
台
に
は
椅
徳
神
が
相
つ
て

の説明を聞く一行笠
摘
欄

松
鶏
は
二
十
五

で
　
羽
を
一
反
で

前
　
敬
え
、
豚
は
，

館
　
遠
半
空

本
反
と
見
る
、

乳
牛
一
頭
は

十
　
四
反
～
五
反

頚
と
す
る
、
を

聖
こ
で
此
の
簾

軒
・
場
も
、
聾

「
大
学
に
什
Ⅴ
て
た
い
、
金
の
か
か
ら

め
壊
大
と
し
て
死
に
た
い
」
「
耕
作
面

積
鮫
千
六
丁
娘
で
附
帯
蘭
毅
一
切
合

切
を
も
片
み
と
し
て
献
上
甘
め
老
え
で

あ
る
」
と
耶
推
さ
れ
た
。

こ
の
農
場
で
は
、
現
代
教
育
韓
の
「
知

ら
し
あ
て
行
わ
し
め
る
」
で
は
な
く
「

二
千
羽
の
蹄
が
居
る
が
、
こ
れ
を
云

羽
に
増
や
す
乳
牛
が
三
十
九
頭
居
る
が

冒
頭
に
増
や
し
、
五
ヶ
年
計
卿
で
書
目

人
の
生
徒
が
学
べ
る
予
憩
で
い
る
．
そ

ざ
し
て
い
る
と
大
草
呂
の
頓
に
も
靭
こ

見
る
が
、
胎
よ
り
郡
孤
と
い
う
駅
で
．
一

応
の
現
朋
が
終
℡
て
現
地
を
巡
視
す
る

可
く
先
生
の
先
導
で
一
行
は
後
に
続
い

た
、
架
顧
り
の
玉
葱
が
窪
地
に
什
¶
て

あ
る
処
で
一
く
さ
幻
の
珍
談
を
発
表
さ

ま
し
い
、
身
長
も
五
尺
七
寸
以
上
の
方

で
あ
る
、
腰
の
中
か
ら
誠
実
に
溢
る
る

表
規
に
依
っ
て
、
熊
々
説
朋
が
展
開
さ

れ
た
。

一
行
は
蒜
ｒ
も
蘭
き
洩
ら
　
ま
じ
と
全

身
を
茸
に
し
て
購
え
ま
し
た
。

以
下
翁
の
説
明
翠
旨
を
御
紹
介
し
ま
す

と
、
先
ず
大
隈
、
梢
沢
の
大
先
駆
に
習

っ
て
、
こ
の
農
場
を
完
膿
等
遭
均
）

行
わ
し
め
て
知
ら
し
め
る
邸
を
モ
ッ
ト

ー
と
し
て
い
る
」
「
己
れ
見
と
れ
」
の

式
で
あ
る
。
「
こ
れ
に
枚
増
徴
方
の
御

声
援
が
必
婆
で
あ
り
ま
す
」

私
の
方
で
は
珊
人
間
造
り
（
ね
っ
ぼ
り

強
い
、
そ
し
て
苛
斬
（
財
物
）
に
親
し

め
る
人
間
を
作
る
⑳
士
鮎
作
り
（
士
地

あ
繭
や
す
即
ち
、
脚
料
で
椚
濫
き
せ
る

革
た
）
の
劇
物
を
璃
や
す
（
田
地
や
棚

か
し
暮
し
は
上
昇
し
て
来
て
い
る
、
一
．

丁
限
り
の
田
か
ら
の
増
産
で
筆
の
方

が
に
ぶ
る
、
伸
は
め
増
産
で
は
農
家
は

助
か
ら
な
い
。
し
か
し
何
か
に
よ
っ
て

増
す
司
書
事
は
必
定
で
あ
る
。
だ
か
ら

、
熱
を
一
一
着
羽
飼
え
ば
、
五
反
増
え

る
、
乳
牛
二
ユ
ニ
頭
で
一
丁
歩
ふ
見
る

と
い
う
革
だ
。
豚
も
五
環
～
七
頭
で
五

反
余
り
増
え
た
訳
で
あ
る
。
し
か
し
矧

を
飼
う
場
合
、
最
初
か
ら
首
羽
二
百
羽

の
餌
育
方
法
は
い
け
な
い
。
必
ず
十
羽

一
千
羽
か
ら
だ
ん
く
増
す
こ
と
童
心

れ
て
は
い
け
な
い
。

交
年
、
豚
、
鶏
の
瀬
の
肥
料
、
こ
れ
で

一
丁
の
田
が
大
変
よ
く
州
簸
る
事
と
な

る
（
こ
讐
丁
は
先
祖
か
ら
の
田
地
と

し
て
お
く
）
を
こ
で
〆
て
三
丁
の
計
算

が
Ⅷ
つ
次
第
で
あ
る
。
を
し
て
「
凡
て

鹿
家
慧
余
人
の
ロ
を
的
と
し
て
、
玉

を
撃
ち
込
む
こ
と
」
こ
れ
が
百
姓
の
商

れ
た
。
百
米
足
ら
ず
の
凹
地
が
作
ら
れ

て
、
こ
の
飢
両
に
八
枚
一
列
の
玉
葱
が

さ
わ
！
＼
と
太
っ
て
い
る
、
こ
れ
に
ビ

ニ
ー
ル
姦
っ
て
、
混
床
式
と
な
し
、

速
成
栽
培
で
大
き
く
し
て
太
表
の
う
ね

の
碑
が
少
し
巾
広
く
空
け
て
あ
る
が
、

そ
こ
に
移
檎
す
る
。
そ
し
て
そ
の
床
凹

面
の
う
ね
に
は
甘
藷
の
筒
を
什
輔
て

る
。
そ
し
て
鉛
筆
の
太
さ
倣
い
の
根
付

帯
を
移
棺
す
る
玉
ね
ぎ
は
葉
坂
の
慮
だ

か
ら
早
や
く
空
く
。
甘
藷
は
根
付
だ
か

ら
、
す
や
大
き
く
な
る
。
田
柵
酌
に
厳

り
上
げ
る
稲
作
易
輸
一
毛
作
で
あ

る
。
ぎ
っ
と
こ
ん
な
和
語
で
、
北
九
炭

砿
勅
帯
の
農
家
で
は
夢
の
横
な
お
酷
で

あ
る
。
し
か
し
事
実
で
あ
る
か
ら
学
ぶ

司
書
次
学
…
・
・

囲
み
に
当
地
方
で
は
年
間
降
雨
量
は
、

千
九
百
ミ
リ
上
手
ミ
リ

平
均
気
渦
　
　
一
五
度
（
摂
）

十
時
出
庸
日
隋
な
し
、
キ
郡
部
は
横
間

に
実
習
す
る
。
蔑
、
肴
、
禁
の

三
原
則
で
あ
る
。
酉
顆
に
親
し
め
る
人

物
を
作
る
必
軍
は
、
男
女
一
戎
相
携
え

て
明
る
い
将
来
を
迎
え
る
蒸
礎
で
あ
る

研
究
中
は
結
構
を
求
め
る
事
は
跡
ま
わ

し
だ
「
事
足
れ
ば
、
居
る
に
任
か
せ
て

革
足
ら
ず
」
と
い
う
街
が
あ
る
が
、
と

こ
で
は
こ
う
し
て
中
学
修
了
や
商
農
等

を
終
了
し
て
九
ケ
年
間
で
卒
業
す
る
訳

で
あ
る
。
こ
の
農
場
を
出
る
と
、
適

度
経
常
家
庭
も
さ
る
事
乍
ら
、
各
高
農

学
校
等
の
技
術
指
葺
で
手
を
す
け
て

待
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
と
も
轟
写

れ
た
。

こ
の
農
場
を
的
ら
れ
た
方
で
大
分
県
や

補
間
鼎
、
宮
順
県
、
曙
島
鼎
で
一
っ

は
し
の
農
場
を
経
営
し
て
あ
る
方
も
あ

る
と
の
こ
と
、
叉
を
の
桔
営
者
は
三
代

腸
空
身
に
輝
か
し
て
霊
研
究
草

の
根
等
が
、
実
を
も
い
で
い
轟
も
、

何
か
夢
の
園
的
原
索
で
も
あ
っ
た
。

掌
フ
ッ
キ
ョ
も
一
丁
五
反
作
っ
て
あ
っ

た
が
、
三
宮
米
位
の
巾
広
い
畝
に
セ
寸

贈
位
に
朋
え
て
あ
り
、
七
月
関
根
付
け

し
て
ユ
〒
四
枚
に
も
分
け
つ
さ
せ
る

と
い
う
革
、
一
株
ふ
え
る
姦
肥
産

ぎ
文
一
臓
分
け
つ
す
れ
ば
交
堆
肥
を
注

ぐ
と
啓
っ
事
、
・
ま
ね
ぎ
も
五
丁
歩
丙

革
生
三
丁
歩
｝
大
考
〒
位
、
裸
、
小

委
亨
、
周
鈴
音
六
丁
も
計
脚
、
こ
の

馬
鈴
薯
の
郎
作
と
し
て
四
丁
を
貰
播
甘

ら
ん
、
残
り
二
丁
の
内
六
度
を
ク
た
か

な
〃
六
反
を
〃
大
阪
〃
し
ろ
な
を
伸
竃

と
言
わ
れ
た
。
水
田
寡
作
に
す
る
僚
ら

ん
は
、
足
柄
期
が
九
月
だ
か
ら
、
を
の

前
に
稲
作
を
柊
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
陪

席
革
我
が
必
毀
と
な
る
。

文
畑
も
そ
れ
ま
で
に
甘
藷
箕
の
柚
の
収

か
く
を
終
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に

た
か
架
も
、
大
阪
し
ろ
菜
も
、
十
月
菌

床
に
掃
い
て
十
一
月
に
定
雄
す
る
。
稲

は
晩
稲
跡
で
も
作
れ
る
と
い
う
筍
、
大

阪
日
東
は
昨
年
初
め
て
作
っ
た
。
有
望

な
点
些
万
上
包
、
白
楽
村
が
抽
苔
し

、
を
机
で
な
く
と
も
等
の
為
に
二
月
か

ら
、
白
菜
類
が
無
く
な
る
折
に
大
阪
白

菜
が
現
わ
れ
る
。
不
肺
輝
畠
十
ち
り
め

ん
で
頗
る
軟
か
く
よ
く
出
る
。
こ
れ
は

十
月
苗
床
に
播
い
て
十
石
移
植
、
水

田
裏
に
も
っ
て
来
い
の
代
物
で
あ
る
以

上
、
ぎ
っ
。
と
こ
の
横
に
董
欄
つ
く
せ
幻

の
注
意
の
上
に
Ｗ
っ
た
続
営
法
を
一
天

伝
授
き
れ
た
の
で
す
が
、
紙
蘭
の
都
合

も
あ
必
こ
．
こ
で
乾
を
掬
き
父
の
機
会
に

三
石
聯
介
し
ま
し
ょ
な

立体式離合（産卵雛のみの離合）
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本
年
度
の

成
年
式

日
曜
日
の
十
九
日
に
挙
行

本
年
度
の
成
人
式
は
四
七
八
名
の
陀
当

者
中
三
五
ｌ
Ｏ
名
が
出
席
、
例
年
に
な
い

出
膵
轟
と
闇
度
も
上
々
と
の
好
評
の
も

と
に
、
酎
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、
年

齢
九
時
半
の
閲
瓦
で
、
社
会
教
育
並
び

に
単
機
教
育
関
係
者
多
く
の
鰭
牌
の
も

と
に
芽
出
度
く
奉
行
さ
れ
、

教
育
長
の
武
郎
、
爽
轡
者
よ
り
の
祝
辞

親
電
の
放
ろ
う
等
あ
の
ヽ
記
念
品
も
「

己
が
身
の
凡
て
を
写
す
」
鏡
が
贈
呈
さ

れ
、
伊
佐
座
の
永
沼
劫
智
よ
り
代
表
の

答
辞
が
述
べ
ら
れ
て
式
を
終
了

帰
社
聾
補
佐
の
純
水
遠
大
先
生
に

依
り
紀
念
柵
演
を
一
時
間
半
余
、

午
後
映
画
、
．
育
帯
の
菅
威
映
轡
、

男
の
世
界
（
仏
矧
映
図
）
〓
題
の
記
念

映
画
の
上
映
並
び
に
今
次
日
本
一
を
斗

い
顧
つ
た
、
附
帯
協
演
劇
部
の
あ
ゆ
み

座
に
よ
る
〃
諺
一
ば
な
し
ク
の
熱
演
も

公
開
さ
れ
て
凡
て
を
終
了
も
た
。

印
す
ま
で
も
な
く
こ
の
成
年
式
は
、
懸

決
に
規
定
さ
れ
た
国
民
の
九
祝
日
の
一

日
で
（
当
即
は
十
九
日
に
し
た
）
1
漸
ら

し
く
成
人
と
し
て
門
出
を
す
る
若
人
た

ち
を
お
祝
い
す
る
と
共
に
Ｗ
派
な
社
会

人
と
し
て
次
代
を
払
っ
て
貰
う
健
僻
を

し
て
轡
っ
日
で
あ
り
、
本
館
の
式
典
と

マ
ッ
チ
し
て
、
い
ろ
！
～
の
行
革
や
記

念
品
の
贈
畠
が
な
さ
れ
、
交
記
念
樹
の

根
付
も
方
々
で
み
ら
れ
た
が
、
子
供
子

儲
し
て
い
た
青
年
も
本
日
は
、
急
に
大

人
に
な
ら
れ
た
機
な
感
じ
が
身
心
に
溢

れ
て
い
る
か
の
楔
に
、
全
く
ま
ぶ
し
い

位
で
あ
ゥ
た
。

教
育
長
や
即
且
節
め
多
く
の
采
や
万
の

青
葉
の
中
で
も
、
そ
の
国
の
実
力
ぼ
腎

年
方
の
心
藁
丸
の
総
て
に
か
か
る
葦
を

力
説
さ
れ
、
思
慮
あ
る
社
会
人
と
し
て

円
滞
な
達
成
を
お
願
い
さ
れ
た
が
、
記

念
講
演
の
悌
水
先
生
も
、
潔
性
あ
る
ま

親
を
忘
れ
て
く
れ
る
な
、
恋
愛
は
個
々

の
も
の
だ
が
、
精
始
は
自
己
一
人
の
範

囲
で
は
す
ま
な
い
、
お
互
い
に
和
事
方

は
よ
く
見
る
こ
と
、
よ
く
知
る
こ
と
（

凡
て
の
角
度
か
ら
見
極
め
る
事
、
よ
く

聞
い
て
み
る
鞘
、
よ
く
接
し
て
み
る
こ

と
も
必
要
に
な
ろ
う
）
櫓
利
と
贅
任
あ

る
鵜
務
を
果
す
こ
と
が
、
率
ま
し
い
軍

で
あ
る
と
て
強
い
寵
を
つ
ち
か
い
乍

ら
小
政
治
、
絆
済
、
凡
て
の
蘭
に
思

慮
あ
る
対
処
が
立
ま
し
い
と
述
べ
ら
れ

た
。

尚
、
当
水
巻
田
は
福
岡
県
の
視
聴
覚
教

育
精
励
の
モ
デ
ル
公
民
館
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
と
の
棟
に
分
館

を
通
じ
て
研
究
会
を
以
っ
て
い
る
次
第

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
曖
な
情
動
の
反

腎
な
り
予
定
な
り
を
輸
楕
し
ま
し
て
一

層
効
果
を
ト
訝
る
為
、
来
る
こ
再
九
日

に
は
県
社
命
教
育
係
官
を
も
交
え
て
の

研
究
班
訊
会
を
催
す
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
予
じ
め
お
知
ら
せ
し
て
置

き
ま
す
。就職の準備か大切です

近
来
駐
留
軍
関
係
勤

務
者
の
離
職
者
や
学

校
卒
業
者
に
対
す
る

組
職
に
つ
い
て
、
ず

ぶ
の
素
人
と
し
て
新

ら
し
く
就
職
す
る
苦

労
を
防
ぐ
為
、
公
共

職
業
安
定
所
並
び
に

福
祉
事
務
所
で
次
の

施
設
を
紹
介
し
て
い

ま
す
の
せ
参
考
の
為
．

掲
載
致
し
ま
す
。

遠賀信用金庫前を力走するＢ①の岩野君

郡
駅
伝
に
Ａ
虫
①
優
勝

三
連
勝
を
か
ふ
り
と
る

＝

　

〔

一

月

郡
内
的
村
対
抗
暦
学
覆
一
月
十
九
日
（

日
）
雨
後
の
頼
通
を
つ
い
て
強
行
さ
れ
た
。

申
開
的
役
場
前
出
挙
－
遠
貨
村
役
場
前
－
曽

木
向
垣
村
）
－
渡
津
よ
呆
電
車

大
－
慧
箭
丁
水
巻
町
（
百
貨
墓
前
）

⊥
－
間
断
相
場
酌
以
上
六
区
間
四
十
二
Ｋ
の

コ
ー
ス
を
轟
し
た
の
で
あ
る
が
、
当
田
選

出
夢
苧
隅
は
ｌ
啓
－
Ａ
中
藤
賢
治
、
Ｂ
①
竹

之
下
勇
、
Ｂ
⑨
河
野
托
膵
、
〓
区
Ｉ
Ａ
荒
牧

軍
英
、
Ｂ
①
武
田
、
Ｂ
⑧
申
窺
、
≡
肝
Ｔ

Ａ
脇
元
膳
男
二
品
塵
要
、
Ｂ
⑧
高
橋

茂
、
四
訂
Ｔ
Ａ
谷
口
敏
天
、
Ｂ
①
官
本
政
男

、
力
⑧
馬
絹
和
朋
、
五
区
Ｉ
Ａ
滞
尾
敏
征
、

Ｂ
①
津
田
、
玉
⑧
水
野
滑
明
、
六
区
－
Ａ
近

照
勝
介
、
Ｂ
の
宕
野
茂
、
Ｂ
⑧
下
原
操
の
十

八
名
が
出
場
し
、
六
区
間
に
於
て
四
区
間
に

十
九
日
〕
　
‥

上
る
区
間
賞
を
押
得
、
Ａ
・
Ｂ
①
共
に
優

降
し
、
尚
本
年
些
一
ヶ
年
の
連
勝
を
か
ち
え

重
熟
揚
Ａ
と
引
き
上
げ
た
。
そ
し
て
来
る
可

き
二
月
十
六
日
の
県
下
市
町
村
対
抗
駅
伝
覗

争
に
対
す
る
出
署
も
加
味
さ
れ
た
朝
走

で
あ
っ
た
が
、
・
尚
二
月
二
日
の
再
度
の
予
選

会
の
後
選
考
委
錦
会
を
も
ゥ
た
楷
果
、
郡
代

憲
軍
九
名
申
次
の
玉
名
を
当
町
よ
骨
送
る

事
に
決
定
し
だ
。

荒
牧
君
、
脇
本
智
、
中
藤
官
、
谷
口
智
、

津
田
習

（
憧
）
Ａ
チ
ー
ム
ー
青
年
（
二
五
才
以
下

で
学
生
、
生
徒
を
除
く
）

Ｂ
①
チ
ー
＝
ム
一
般
人
（
青
年
、
そ
の
他

及
び
草
生
、
生
徒
を
も
含
む
）
　
ノ

Ｒ
⑧
チ
ー
ム
＝
Ｂ
①
に
す
こ
し
劣
る
も
の

三連勝のカップを中心に四区間賞を掲げて睾ぶ選手たち

3 ・2 ・－1．
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☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
、
花
婚
－
松
丸
政
幸
君

花
嫁
～
北
野
文
子
嬢

酎
公
民
館
で
は
一
昨
年
某
新
生
精
選
動

を
お
こ
し
て
来
た
が
、
膵
替
第
一
回
社

会
教
薫
金
天
職
の
席
で
先
ず
陪
婚

式
の
簡
累
化
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
な

り
、
昨
秋
町
当
局
並
び
に
梼
金
側
の
理

解
を
得
て
、
い
よ
い
よ
本
年
一
月
か
ら

公
民
館
栢
婿
を
挙
行
す
る
段
階
に
進

み
、
去
る
一
月
十
六
日
、
そ
の
第
一
回

目
の
挙
式
が
行
わ
れ
た
。

新
郎
は
、
下
二
小
学
校
教
官
松
丸
政
事

智
と
新
婦
は
猪
廉
小
学
埼
教
官
北
野
文

子
榎
で
、
媒
酌
人
は
婿
方
が
浮
木
小
学

櫻
末
長
、
．
入
汀
義
政
民
夫
雫
努
が

猪
婚
小
学
校
長
汀
輝
小
平
氏
天
饗
で
、

招
待
者
は
四
十
五
人
で
、
即
報
の
通
り

の
予
定
の
も
と
に
進
め
ら
れ
た
。

公
民
館
絆
媚
で
は
、
本
客
は
契
り
の
盃

が
終
る
と
披
旅
客
を
串
僻
さ
せ
て
余
部

一
座
で
和
寒
を
す
る
の
が
狭
ま
り
で
あ

り
ま
す
。
尚
こ
の
際
帰
順
等
で
い
ろ
い

ろ
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
混
雑
を
防
や

為
め
、
本
客
席
は
を
の
ま
ま
と
し
て
披

常
客
の
方
々
を
抑
え
て
の
籍
席
が
一
般

の
形
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
こ
の
第
一
回
挙
式
に
つ
い
て
の
諸

癖
謡
の
内
駅
を
参
考
の
為
御
紹
介
致
し

号
。

鍔
五
八
分
）

折
詰
三
「
弔
ｃ
ｃ
円
、
間
胃
散
ｄ
て

三
五
〇
円
、
料
理
四
、
罰
〔
8
円
、
酒

代
四
、
四
一
Ｃ
円
、
料
弼
入
札
五
（
〕
〇

円
、
料
興
人
助
享
礼
石
Ｃ
Ｏ
円
、
給
仕

入
札
七
汽
Ｃ
門
、
お
掃
入
札
【
5
0
円

会
場
靖
四
芥
Ｃ
円
、
概
坦
二
八
〇
円
、

雑
坤
四
七
一
円
、

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

以
上
〆
て
二
七
、
二
六
一
円
で
あ
り
ま

号
外
に
写
弄
代
、
竃
、
毒

師
礼
等
は
当
人
で
随
意
で
あ
り
ま
す
。

【
参
考
の
為
描
謡
し
ま
す
と
】

衣
裳
－
五
〇
〇
円

写
真
代
－
一
組
八
〔
）
〇
円

錮
酉
師
代
－
か
つ
ら
を
含
め
て

二
、
0
0
0
円
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町
国
民
健
康
保
険
、
の

運
営
状
況
に
つ
い
て
／

昨
年
四
月
発
足
致
し
ま
し
た
、

水
巻
町
国
民
健
康
保
険
事
業
の

運
営
状
況
の
一
端
を
御
知
ら
せ

受診状況に関する表

閻
晶

致
し
ま
す
。

佃
こ
の
事
業
に
つ
け
て
は
・
常

々
運
営
委
員
の
万
々
や
磯
倖
険

者
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
十

分
御
協
力
を
願
っ
て
い
る
次
第

で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
益
々
円

満
な
る
運
営
を
続
け
ま
し
て
、

お
互
い
に
永
久
に
喜
び
合
う
事

の
出
来
る
様
念
願
致
す
次
第
で

あ
り
ま
す
。

さ
て
昨
年
四
月
よ
り
九
月
ま
で

の
半
期
間
に
於
け
る
受
診
状
況

去
る
十
二
月
三
十
日
冒
ノ
下
社
宅
居
住
故
坂
本
カ
メ
殿
葬
儀
香
典
返
し

と
し
て
、
坂
本
実
次
氏
よ
り
禰
祉
資
金
へ

訂
薫
る
一
月
七
日
机
部
落
層
俵
故
買
川
逸
作
殿
御
触
寄
典
桓
Ｌ
と
し
て
、

粟
川
正
雄
氏
嘉
川
作
一
氏
兄
弟
よ
り
補
祉
資
金
と
し
て

石
〓
件
御
寄
附
頂
き
ま
し
た
の
で
、
町
民
（
朴
協
会
員
）
の
皆
様
へ
紹

介
致
す
と
共
に
厚
く
御
礼
を
申
上
げ
ま
す
。

（
水
巻
酎
社
会
補
祉
賜
常
会
）

を
御
知
ら
せ
敦
も
ま
す
と
上
表

の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

又
本
年
一
月
三
十
一
日
現
在
の

各
部
落
別
の
納
税
（
収
入
額
）

の
比
率
は
左
表
の
通
り
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
裏
に
よ
る
率
は
三
十
三
年

一
月
三
十
一
日
現
在
で
あ
り
ま

し
て
、
現
在
も
着
々
納
入
し
て

頂
い
て
お
る
次
第
で
．
あ
り
ま
す

か
ら
御
諒
知
下
さ
い
。

部落別納税成績表（3時り持用現在）

率収　入　額部落名ｌ調　定　額

43，8β8

43，700

69，330

125，480

29卓，750

210，880

207，040

55仇827

β1，360

87，540

80，000

193，の0

1タ6，480

27，830

18，930

131，410

27，550

13，260

24，17（）

朗，タ60

123，110

15仇300

91，360

33，530

83，200

72，240

52，420

63，490

114，040

137，タ80

343，330

302，050

267，330

712，197

86，630

111，370

90，770

258，340

236，160

50，070

30，480

191，600

34，330

17，410

32，530

75，570

163，500

208，530

123，夕60

4タ，タ50

121，27（）・

119，470

立　屋　敷

伊　佐　座
上

下

吉田の一

吉田の二

吉田の三

頃　　　未

賀
荷
口
熊
区
区
区
員
区

区

員

区

桝
生
　
山
盤
田
賢
尾
鷲

古
新
樋
猪
片
常
吉
一
中
高
三
吉
梅の木区
高　松　区

五　碗　区

鯉　口　区

追加の分

平均74．4


